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　筆者ら（黒木・景山）は，本年度が教職 1 年目となる新任教員である。4 月当初，若手教員なら
ではの教科指導に対する先行きの見えない不安を抱えていた。この不安は，働き始めの若手教員な
らば誰しもが抱く普遍的なものであると考えられる。本稿では，若手英語科教員が抱く不安を軽減
する一助として，英語コミュニケーションⅠ科目における「英語科若手教員スターターハンドブッ
ク」を作成し提言する。まず，学習指導要領の目標に示されている表現を技能面に着目して細分化し，
目標を最終的な生徒の姿で具体的に表現した。次に，そこに至るまでの指導内容を Can-Do リスト
の形で整理した。言語活動に用いる表現材料や指導支援の内容も具体的に整理した。視覚的に見や
すく手に取りやすいように，バックワードデザインに準拠した形で作成した。

1.　問題の所在
　「どうしたらいいだろう。」本年度に教職 1 年目
を迎えた筆者ら（黒木・景山）が 4 月当初に感じた
のは，このような先行きの見えない不安であった。
はじめの段階で向かうべき目標が分からないという
不安の中でもがいた筆者らにとって，教職 1 年目は
決していいスタートとは言えなかった。
　このような不安は様々な要因から成るものである
が，大野木・宮川（1996）は教職を目指す教育実習
生の抱く不安尺度を「授業実践力」，「児童・生徒関係」，

「体調」，「身だしなみ」に分類している。このうち現
職教員の不安研究は「授業実践不安」と「児童・生
徒関係不安」の 2 つに分けられることが多い１）。西
松（2005）は，経験年数が様々な小中学校教員 174
名を対象に「授業実践不安」と「児童・生徒関係不
安」の特徴についての調査を行い，講師経験のある
教員よりも講師経験のない教員の方がどちらの不安
も大きいことを示している。さらに，授業実践不安
は人間関係の不安と違い原因を自分に求めてしまう
ため，個人的な教授効力感を下げてしまうというこ
とも示唆している２）。また林（2020）は，高校教師
を対象に不安の要因を調査し，高校教師の多くが「授
業実践不安」を抱き，この不安が他の不安を引き起
こす強力な因子であることを明らかにしている。高
校教師の「授業実践不安」の根底にある要因は，高
校ならではの専門化された教科内容に関わっている
ことも示した３）。これらの先行研究より，教科内容

や教材の難易度が高ければ高いほど教員の授業実践
不安が強くなると考えられる。すなわち筆者らのよ
うに，高校教員であり，なおかつ初任教員の抱く授
業実践に関する不安は計り知れないものであろう。
　この不安の中，筆者らの唯一の道標となっている
ものが学習指導要領である。しかしながら，高等学
校学習指導要領外国語編４）の目標で用いられている
用語を整理すると，目標達成時の生徒の姿を明確に
定義しがたい，似たような表現が多用されているこ
とが分かった。例えば，高校英語コミュニケーショ
ン科目の目標で「支援を活用」するという表現が用
いられているが，「多くの支援を活用すれば」，「一
定の支援を活用すれば」，「支援をほとんど活用しな
くても」というように，年次を重ねるごとに支援の
程度に負荷がかけられている。しかし，それがどの
くらいの程度であるのかという明記はされていな
い。また「はっきりと話されれば」「詳しく話して
伝え合う」など，読み手次第で程度の解釈に違いが
出てしまう恐れのある表現なども散見される。
　筆者ら以外の若手英語科教員が同様の課題や不安
を抱いているのかを調査するため，筆者らは初任の
英語科若手教員と英語教員を目指す大学生・大学院
生 30 名を対象にアンケート調査を行った。学習指
導要領で示されている英語コミュニケーション科目
の目標から「生徒の目指すべき姿がはっきりと想像
できる」と回答した人は，全体のわずか 0.3% であっ
た。また，前述したような支援の程度の違いから「教
員の指導すべき内容や生徒の具体的なパフォーマン
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スをはっきりと想像できる」と回答した人も全体の
1.0% のみに留まった。初任教員として「4 月当初に
不安を感じたことやこれから教職に就くにあたって
不安に思っていること」を尋ねた自由記述項目でも，

「児童・生徒関係不安」に関する記述はほとんどなく，
多くの回答者が授業実践や評価に不安を抱いている
ことが分かった。
　これらの結果から，筆者ら同様，働き始めの段階
で教科指導に不安を感じている学生や新任教員は多
く，学習指導要領の記述を曖昧に捉えてしまってい
ることが示唆される。

2.　研究の目的
　本稿は，英語科若手教員が抱く「授業実践不安」
を少しでも早く軽減し，若手教員でも目指すべき目
標を明確に捉えた授業づくりができるようになるた
め，英語コミュニケーション科目における「英語科
若手教員スターターハンドブック」を作成し，提言
することを目的とする。

3.　スターターハンドブックの作成
3.1.　不安要因の仮説立案
　ハンドブックを作成するにあたり，若手教員の不

安の原因となる要素を，筆者らの経験を元に考察し
た。不安解消のための拠り所となる学習指導要領に
は，科目の目標が明確に示され，解説においてより
具体的な定義がなされていることは確かである。し
かし，定義の解釈が読み手に左右されてしまうおそ
れがある点，また文のみで構成されており視覚的に
把握しづらい点から，拠り所となる学習指導要領の
解釈の曖昧さや煩雑さが，若手英語科教員の不安の
原因になっているのではないかと考えた。
　そこで，「解釈の曖昧さを解消し，視覚的に分か
りやすいハンドブックを作成することで，若手教員
の不安を軽減することができるのではないか」とい
う仮説を立てた。

3.2.　ハンドブック作成の方向性
　上記の仮説を踏まえ，ハンドブック作成のために，
学習指導要領に示されている目標（＝学力）を下位
要素へと分析（＝ブレイクダウン）することとした。
英語コミュニケーション科目では，4 技能 5 領域（聞
くこと・読むこと・話すこと［やり取り］・話すこと［発
表］・書くこと）ごとに目標が定められている。本
稿では，生徒の最終像が比較的想像しやすい「技能」
面の目標に着目し，「～できる」の形となるようブ
レイクダウンを行った。

表 1.　「知識・技能」表現のブレイクダウン（1周目）の様子
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3.3.　各技能目標のブレイクダウン
3.3.1.　「聞くこと」

表 2.　「聞くこと」のブレイクダウンイメージ

　学習指導要領で示されている「聞くこと」の目標
は，「ア 日常的な話題について，話される速さや，
使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの
支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手
の意図を把握することができるようにする。」，「イ 
社会的な話題について，話される速さや，使用され
る語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活

用すれば，必要な情報を聞き取り，概要や要点を目
的に応じて捉えることができるようにする。」であ
る。
アでは「話し手の意図」を把握するのに必要である
と考えられる学力を，イでは目標を「概要」と「要
点」の 2 つに分割し，「目的に応じて」，「概要」，「要
点」をブレイクダウンした。 

3.3.2.　「読むこと」

表 3.「読むこと」のブレイクダウンイメージ

　学習指導要領で示されている「読むこと」の目標
は，「ア 日常的な話題について，使用される語句や
文，情報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，
必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握するこ
とができるようにする。」，「イ 社会的な話題につい
て，使用される語句や文，情報量などにおいて，多
くの支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，概

要や要点を目的に応じて捉えることができるように
する。」である。
　アでは「書き手の意図」を把握するのに必要であ
ると考えられる学力を，イでは目標を「概要」と「要
点」の 2 つに分割し，「目的に応じて」，「概要」，「要
点」をブレイクダウンした。 
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3.3.3.　「話すこと［やり取り］」

表 4.「話すこと［やり取り］」のブレイクダウンイメージ

学習指導要領で示されている「話すこと［やり取り］」
の目標は，「ア 日常的な話題について，使用する語
句や文，対話の展開などにおいて，多くの支援を活
用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，
気持ちなどを話して伝え合うやり取りを続けること
ができるようにする。」，「イ 社会的な話題について，
使用される語句や文，対話の展開などにおいて，多
くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたこと
を基に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，
気持ちなどを論理性に注意して話して伝え合うこと
ができるようにする。」である。

アでは「やり取りを続ける」を，イでは目標を「論
理性に注意して」，「話して伝え合う」をブレイクダ
ウンした。なお「論理性に注意」については，高等
学校学習指導要領解説外国語編５）において「できる
限り論理の矛盾や飛躍がないよう，理由や根拠を明
らかにする」と定義されており，さらに「理由」を「ど
うしてその証拠資料から『自分の考え』を示せるの
かを説明するもの（秋山，2017）６）」，「根拠」を「誰
が見ても明らかな証拠資料（客観的な事実・データ）

（秋山，2017）７）」と定義してブレイクダウンを行っ
た。 

 
3.3.4.　「話すこと［発表］」

表 5.　「話すこと［発表］」のブレイクダウンイメージ

学習指導要領で示されている「話すこと［発表］」
の目標は，「ア 日常的な話題について，使用する語
句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活
用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，
気持ちなどを論理性に注意して話して伝えることが
できるようにする。」，「イ 社会的な話題について，
使用される語句や文，事前の準備などにおいて，多
くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたこと

を基に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，
気持ちなどを論理性に注意して話して伝えることが
できるようにする。」である。

「話すこと［発表］」では，2 つの目標が技能面で一
致しているため，ア・イともに「論理性に注意して」，

「話して伝える」をブレイクダウンした。 
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3.3.5.　「書くこと」

表 6.　「書くこと」のブレイクダウンイメージ

　学習指導要領で示されている「書くこと」の目標
は，「ア 日常的な話題について，使用する語句や文，
事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，
基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちな
どを論理性に注意して文章を書いて伝えることがで
きるようにする。」，「イ 社会的な話題について，使
用される語句や文，事前の準備などにおいて，多く
の支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを
基に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気
持ちなどを論理性に注意して文章を書いて伝えるこ
とができるようにする。」である。
　「書くこと」では，「話すこと［発表］」同様に 2
つの目標が技能面で一致しているため，ア・イとも
に「論理性に注意して」，「文章を書いて伝える」の
表現をブレイクダウンした。

3.4.　スターターハンドブックの完成
　3.3．各技能目標のブレイクダウンを踏まえて作成
したハンドブックが，図 1-5 である。
　ハンドブックのフォーマットでは，行を「話題（日
常的な話題・社会的な話題）」で整理し，列を「生
徒の目標像（最終的に何をしているか）」，「技能（目
標像に到達するために何ができていればよいか）」，

「支援（生徒が目標とするパフォーマンスに到達す
るためにどのような支援を行えばよいか）」の 3 つ
に整理した。なお「話すこと」と「書くこと」のア
ウトプット技能のみ「材料（生徒が表現活動を行う
際に用いるもの）」を加えた 4 つに整理した。
　各列の要素に関しては，読み手が上から読んだ時
に「生徒の目標像」→「技能」の順に読み進められ
るように配置を工夫した。また，目標に向かった授
業づくり，すなわちバックワードデザインが主流と
なっている現状を鑑みて，下から読むと目標のため
に必要な段階的な指導が一目でわかるように考慮し
た。列の最も上位に「生徒の目標像」を配置したの
は，ゴールとする生徒の姿を念頭に置くことを読み
手に重視させるためである。筆者ら自身の反省とし
て，単元指導が進むにつれ，指導内容や指導法に注

意が向けられるあまり，単元計画当初に想定してい
た目標像への意識が希薄になってしまったことがあ
る。この経験を踏まえ，指導を通して求める生徒の
姿を常に意識した授業づくりができるように，読み
手が即座に捉えることができる最上位に配置した。
次項に「技能（Can-Do）」の要素を配置したのは，「目
標とすべき生徒の姿は想像できるが，そのために何
を指導すればよいのかがわからない」という若手教
員の悩みを想定し，それを解決するためである。さ
らに各項目をチェックリストの形で整理し，教師自
身がハンドブックにチェックを書き込みながら指導
計画ができるように工夫した。
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図 1.　「聞くこと」のページ
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図 2.　「読むこと」の ページ

－ 77 －



図 3.　「話すこと［やり取り］」の ページ
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図 4.　「話すこと［発表］」の ページ

図 5.　「書くこと」の ページ
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4.　今後の展望
　以上より，本稿では英語科若手教員の不安を軽減
すべく「英語科若手教員スターターハンドブック」
を作成・提案した。しかし，いまだハンドブックを「作
成した」段階に留まっている。今後は複数の若手英
語科教員に，ハンドブックを基に学習指導要領の目
標に沿った授業づくりを実践してもらい，フィード
バックを得ながら更なる改善を図っていくことを想
定している。また英語科教員は別科目である「英語
コミュニケーションⅡ／Ⅲ」や「論理・表現Ⅰ／Ⅱ
／Ⅲ」も担当することになる。今後は，それらの科
目におけるスターターハンドブックも作成していく
べきであろう。
　本稿を手に取った若手英語科教員が，教員として
働くことへの不安を少しでも解消し，4 月から充実
したスタートを切ることができる，そのような形で，
本稿が若手英語科教員の一助となることを期待して
いる。

注
　本稿は，教職 1 年目だからこそ作ることのできる，
教育実習生や若手教員の視点に寄り添った手引の作
成を，著者 2 名（黒木・景山）のメンターである久
松（教職 12 年目）が大まかな方向性を示し，黒木・
景山が整理・作成したものである。なお，本稿にお
いては，「若手教員のためのスターターハンドブッ

ク」であることに鑑みて，「若手教員」である著者 2
名の採用する視点・表現を極力残すように努めた次
第である。
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Abstract：
　Most new teachers face intense anxiety over their teaching．To ease their anxiety，this paper proposes 
“a starter handbook for new English teachers.” Our research group has subdivided the goals of the Course of 
Study to ensure that every teacher，regardless of their career，can easily imagine achieving concrete goals 
through their teaching．This handbook adopts a Can-Do format，which indicates what teachers should teach 
and how they can accomplish step-by-step teaching.
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